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■ （独）日本芸術文化振興会助成対象活動募集
　（独）日本芸術文化振興会は、国内映画祭および
映画製作活動に対して、下記のような助成を行う。

〈応募受付〉　第１回平成22年11月29日（月）〜
12月３日（金）、第２回平成23年６月27日（月）
〜７月１日（金）
※応募書類の提出は、簡易書留等、記録が残る方
法で送付のこと。

〈内容〉　○平成23年度芸術文化振興基金（国内
映画祭、日本映画上映活動に対して）○平成23
年度芸術創造活動特別推進事業（我が国の優れた
映画の製作活動を奨励し、その振興を図るため、
日本映画の製作活動を支援。区分は、劇映画、記
録映画、アニメーション映画）詳細は、下記を参
照のこと。
http://www.ntj.jac.go.jp/kikin/boshuu/old/23-
bgaiyou/23-bgaiyou.html

〈問い合わせ〉　（独）日本芸術文化振興会基金部企
画調査課　TEL 03-3265-6312

■ リテラシー教育・キャリア教育のための「映
像活用セミナー」
　日本ビクター（株）主催により、学校や教育現
場での映像活用の研究と活性化をめざし、標記セ
ミナーが開催される。

〈日時〉　平成22年11月６日・13日（土）13：00
〜15：00（開場12：30）

〈会場〉　JVCケンウッド丸の内ショールーム（東
京都千代田区丸の内3-4-1新国際ビル１F）

〈内容〉　○11月６日　講師　五嶋正治氏（東海
大学准教授）による、世界で広まる１分間映像作
品制作の現状と効用について。○11月13日　講
師　松野良一氏（中央大学教授）による、大学で
の映像制作や番組制作の実習を通して、学生たち
が体験する真の学びについて。参加費は無料だが、
事前登録が必要。詳細は、下記を参照のこと。
http://www.jvc-victor.co.jp/pro/event/index.html

〈問い合わせ〉　JVCケンウッド丸の内ショールー
ム　TEL 03-3213-8775

■ 2010年国際放送機器展「Inter BEE 2010」
　（社）電子情報技術産業協会は、音と映像と通信

■第９回「全国こども科学映像祭」ビデオ作品募集中
　�　（財）日本視聴覚教育協会、（財）つくば科学万博記念財団、（独）
科学技術振興機構他主催による標記映像祭は、小中学生を対象に
した科学ビデオのコンクール。小学生や中学生の制作による、科
学全般に関する映像を募集している。応募の締め切りは、平成
23年１月６日（土）必着。詳細は、http://www.javea.or.jp/
kodomoeizo/index.html　問い合わせは、第９回「全国こども
科学映像祭」事務局　TEL 03-3591-2186
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指導要領をどう具現化するか」「教育の情報化、
次の10年を考える」、公開授業等。詳細は、下記
を参照のこと。
http://www.jaet2010.jp/

〈参加費〉　3,000円
〈問い合わせ〉　「第36回全日本教育工学研究協議
会全国大会（上越大会）」実行委員会　上越教育
大学学校教育実践研究センター内　石野正彦
TEL 025-542-0252

のプロフェッショナル展を開催する。
〈日時〉　平成22年11月17日（水）〜19日（金） 
３日間とも10：00から、18・19日17：30、20日 
17：00まで。

〈会場〉　幕張メッセ（千葉市美浜区中瀬2-1）
〈内容〉　国内外トップレベルの放送・映像・音響
機器、周辺アプリケーションやソリューションが
一堂に会する国際展示会。入場無料（事前登録制）。

〈問い合わせ〉　一般社団法人日本エレクトロニク
ショー協会　TEL 03-6212-5231

■ 電子書籍・コミック サミット in 秋葉原
　電子書籍・コミック サミット in 秋葉原実行委
員会主催により、電子書籍の未来について、その
クリエーター育成をテーマに、参加者が学び、体
験し、語り合うサミットが開催される。

〈日時〉　平成22年11月12日（金）〜14日（日）
３日間とも11：00から、12日18：00、13日19：00、
14日17：00まで。

〈会場〉　秋葉原UDX（東京都千代田区外神田
4-14-1）

〈内容〉　電子書籍等、新たな表現や制作方法を踏
まえたクリエーターの作品発表、電子書籍に関す
る講演やシンポジウム・交流会、世界の電子書籍
デバイスやコンテンツ、プレゼンテーション作品
などの一大展示会等。詳細は、下記を参照のこと。
http://www.ebookmanga-summit.com/

〈問い合わせ〉　電子書籍・コミック サミット in 
秋葉原事務局　TEL 03-3238-8731

■ 第36回全日本教育工学研究協議会全国大会
JAET2010上越大会
　日本教育工学協会では、「日常化したICT 今、
子どもとともに学びを創造する」をテーマに、標
記大会を開催する。

〈日時〉　平成22年11月19日（金）・20日（土）
両日とも、９：30（９：00より受付）から、19日
17：30、20日15：45まで。

〈会場〉　上越市文化会館（新潟県上越市新光町
1-9-10）、上越市立春日中学校（新潟県上越市春
日野1-9-3）他

〈内容〉　基調講演「体験と言葉・習得と探究をつ
なぐもの」田村学氏（文部科学省初等中等教育局
教科調査官）、パネルディスカッション「新学習

研究会情報

コンクール情報

■ 「第22回丹波篠山ビデオ大賞」作品募集
　丹波篠山ビデオ大賞実行委員会・篠山市・篠山
市教育委員会主催の標記コンクールでは、「生きる」
をテーマに、ビデオ作品募集を行っている。

〈部門別テーマ〉　○グランプリ部門（各８分以内）
　①「いっしょに生きる」②「明日に挑戦！」③「私
が見つけた丹波篠山」○デビュー部門（３分以内）
テーマは自由。

〈応募条件〉　アマチュアであること。DV・DVD・
VHSで応募のこと。他のコンクールにて入選以上
の賞を受けていない作品。他のコンクールに出品
中でないこと等。なお、過去の受賞作品は、下記
を参照のこと。
http://edu.city.sasayama.hyogo.jp/video/
v-taishou/index.html

〈賞〉　○グランプリ部門ビデオ大賞（賞金20万円）、
兵庫県知事賞（賞金３万円）、篠山市長賞（賞金
３万円）など。○デビュー部門優秀賞（３点・賞
金１万円）他。

〈締切〉　平成22年11月30日（火）必着
〈問い合わせ〉　丹波篠山ビデオ大賞実行委員会事
務局篠山市視聴覚ライブラリー内
TEL 079-590-1301

各地の情報

■ 第30回「地方の時代」映像祭2010
　吹田市・関西大学・日本放送協会・日本民間放送
連盟の共同主催により、標記映像祭が下記の通り、
開催される。

〈日時〉　平成22年11月20日（土）〜26日（金）
※時間は、各日による。

〈会場〉　関西大学千里山キャンパス（大阪府吹田市
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中学生日記

放送番組・Web配信

　　（土）19：15〜19：45 ／ＮＨＫ教育
翌週（土）13：00〜13：30 ／再放送　ＮＨＫ教育
中部７県は翌週（土）10：05〜10：35 ／再放送　ＮＨＫ総合
※都合により番組内容が変更となる場合があります。

エ ル ・ネ ッ ト

　教育、学習に利用できる400以上の動画コンテン
ツをインターネットで配信（http://www.elnet.go.jp）。

〈2ch 文部科学省から〉
「生涯学習ドキュメント『発見！人間力』」
　挫折を乗り越え、目標に向かって走る姿には、
素晴らしい「人間力」が宿っている。そんな人間
力溢れる人を追うドキュメンタリー番組、生涯学
習ドキュメント「発見！人間力」から、テレビ放
送時に、特に反響の大きかった回を配信。

■６日　 シリーズ先輩①　即興劇─エチュード─
■13日　シリーズ先輩②　伝説の先輩
■20日　シリーズ先輩③　バイ バイ グランパ
■27日　放送は休止

文部科学省選定作品

AV MATERIAL

■９月選定　紙紙しばい／ビビデオ／D DVD
「コスモスあげる」紙 12枚〈幼稚園・小学校（低
学年）／幼児〉（株）童心社
特選「島の暮れ方の話（小川未明童話集．所収）」
D 11分〈幼稚園・小学校（低・中・高学年）、国
語／幼児・少年・青年・成人、教養・情操（童話・
寓話）〉（有）スタジオトゥインクル

「消防署の働きと役割　24時間休むことなく」D

17分〈小学校（低学年）、生活・小学校（中学年）、
社会／少年・青年、地域社会生活（災害予防・対策）〉
不二映画（株）

「埋立処分場はいま　限りある空間を大切に」D

21分〈小学校（中・高学年）、社会／中学校、社
会／高校、公民／少年・青年、地域社会生活（生
活環境改善）〉（株）デジタルスタジオ・ジャパン

「魔法使いハーレイのスピードストーリー」D 23
分〈小学校（高学年）、算数／少年、教養・情操（自
然科学）〉リアライズ・プロセスデザイン（株）

「あなたの街を襲う大地震─検証・震度6弱・被害
軽減・駿河湾の地震─」ビ 20分〈青年・成人、地
域社会生活（災害予防・対策）〉（株）映学社

山手町3-3-35）
〈内容〉　30周年記念講演、贈賞式、グランプリ作品
上映、日中韓国際交流ワークショップ、市民・住民
ディレクター交流、名作上映会、参加作品上映会など。
詳細は、下記を参照のこと。
http://regionalism.jp/guide/index.html

〈参加費〉　無料。先着順により、会場に入場できな
い場合もある。

〈問い合わせ〉　「地方の時代」映像祭実行委員会事
務局　TEL 06-6363-3874 

■文部科学省生涯学習政策局参事官付の異動
　平成22年10月１日付で、下記の異動があった。
○参事官付情報政策室学習情報係研修生（新潟県
見附市）　水内智規氏→社会教育課地域・学校支
援推進室連携支援係○高等教育局私学部私学行政
課法規係研修生（山口大学）　杉山美奈子氏→参
事官付情報政策室教育情報施策調整係研修生

※放送曜日・時間は地域によって異なります。
〈放送についての問い合わせ〉
（財）民間放送教育協会　TEL03-6406-2171

発 見 ！ 人 間 力

短信

■ 112回　６日「夢を叶えたい─地域密着型女子
バレーボールチームの挑戦─」

 （西日本放送）
■ 113回　13日「口蹄疫を乗り越えて　復活へ

のキックオフ」
 （宮崎放送）
■ 114回　20日「輝く瞳に届けたい─アラスカ

写真家の夢ライブ─」
 （南海放送）
■ 115回　27日「もう一度学舎へ─70代の中学生─」
 （山陰放送）


